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鶴居村｠支幌呂西・上幌呂作業班の二番牧草収穫作業の様子です。８台（!）のモアコンで、一気に倒していきます。

釧路ホルスタイン共進会の様子



カメラ

アングル
今月のカメラアングルは、釧路
ホルスタイン共進会、「１日ホクレ
ン」などの模様をお届けします。

1

平
成
19
年
度
釧
路
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
開
催

　

平
成
19
年
度
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
（
主
催
・
釧
路
農
協
連
）
が
８
月

25
日
、
釧
路
農
協
連
家
畜
共
進
会
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
は
個
体
審
査
１
部
か
ら
14
部

と
、
10
ヶ
月
未
満
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ド

の
部
、
牧
場
牛
群
の
部
の
計
16
部
門
に

１
１
０
頭
が
出
品
さ
れ
、
資
質
を
競
い

ま
し
た
。
審
査
は
佐
呂
間
町
の
酪
農
家

田
中
忠
正
氏
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
リ
ザ
ー
ブ
・
グ
ラ
ン

ド
お
よ
び
リ
ザ
ー
ブ
・
イ
ン
タ
ー
ミ

デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
幌
呂
地

区
植
田
紘
史
さ
ん
出
品
の
Ｏ
Ｐ 

オ
ラ

ホ
ー
ム 

ダ
ー
ハ
ム 

ブ
レ
ン
ダ 

Ｄ
が

選
ば
れ
、
さ
ら
に
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
も
植
田
さ
ん
出
品
の
Ｏ
Ｐ 

エ

ム
ビ
ー
ビ
ー 

Ｓ 

ラ
ブ
リ
ー
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
上
位
入
賞
牛
た
ち
は
、
９
月

21
、
22
、
23
日
に
安
平
町
で
開
催
さ
れ

る
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ

ル
シ
ョ
ウ
に
臨
み
ま
す
。

　

な
お
、
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
弟

子
屈
町
の
坪
井
泰
憲
氏
出
品
の
ブ
ラ

イ
ト
ラ
ン
ド 

エ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
ズ 

シ
エ

リ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
牛
郡
審
査
優
秀

農
家
表
彰
式
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ａ
く
し
ろ
丹
頂
で
は
５
農
場
19
頭
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

リザーブグランドチャンピオン（リザーブインターミディエイトチャンピオン）　　　　　　　
910　ＯＰ オラホーム ダーハム ブレンダ Ｄ　　植田　紘史

ジュニアチャンピオン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
315　ＯＰ エムビービー Ｓ ラブリー　　　　　 植田　紘史

部 結　果 出品番号 名　　　　　号 出品者（地区）
１部 ２等賞３席 107 サイエンテイー テインカーベル ロキシー ＲＥＤ ＥＴ 成田　純哉（音別）

２部 １等賞１席 218 パインヘイブン エフ ビー アイ 松井　俊治（幌呂）
１等賞２席 213 Ａ スーパー アストロノミカル 安藤　　功（幌呂）

３部 １等賞１席 315 ＯＰ エムビービー Ｓ ラブリー 植田　紘史（幌呂）
２等賞３席 312 エツチエフ レクサス チヤンピオン クロキツト 筥崎　昌行（音別）

４部 ２等賞１席 406 ダッチランド モーテイ デラ 斉藤　　滋（鶴居）

６部 １等賞１席 607 エルムパーク ＢＣ フランチエスコ 安藤　　功（幌呂）
２等賞２席 602 エルムパーク ハーマイオニー 松井　俊治（幌呂）

７部
１等賞１席・BU 707 アワープライド ジエスロ ラリー 植田　紘史（幌呂）
２等賞１席 701 エメラルド ローリン コースト ジエスロ 松田　浩二（白糠）
２等賞２席 704 ダイアネ ジエスロ レイダー 田井　克廣（音別）

８部
２等賞１席 824 ＯＰ オラホーム ジヨジヨ 植田　紘史（幌呂）
２等賞２席 808 パインヘイブン マスコット プログレス ヒツポ 松井　俊治（幌呂）
２等賞３席 802 ＴＫＳ ペロペロ リンカーン ストーマテイツク 清水　武志（鶴居）

９部 １等賞１席・BU 910 ＯＰ オラホーム ダーハム ブレンダ Ｄ 植田　紘史（幌呂）

10部 １等賞１席・BU 1010 ＴＭＦ ダーハム アン センビユー 成田　純哉（音別）
１等賞２席・BP 1007 セイワ ヘンドリカ トウランフアーム ＥＴ （農）清和農場（鶴居）

11部 ２等賞２席 1109 ＴＫＳ ミツクス ポリデント 清水　武志（鶴居）
13部 １等賞１席・BP 1303 ウイス イグニター セル 菊地　　稔（鶴居）
14部 ２等賞１席 1402 セジス アパツチ ミツクス 佐藤　一哉（音別）

15部 １等賞
707 アワープライド ジエスロ ラリー

植田　紘史（幌呂）824 ＯＰ オラホーム ジヨジヨ
910 ＯＰ オラホーム ダーハム ブレンダ Ｄ
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９
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、
江
別
市

野
幌
総
合
運
動
公
園
野
球
場
に
て
第
48

回
全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
チ
ー
ム
は
釧
路
管
内

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
戦
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
と
の
対
戦

は
、
試
合
開
始
直
後
、
先
頭
打
者
松
崎

選
手
の
相
手
投
手
の
出
鼻
を
挫
く
三
塁

打
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、
西
村
選
手

兼
監
督
の
適
時
打
で
１
点
を
先
制
し
ま

す
。
続
く
２
回
も
下
位
打
線
か
ら
、
二

打
席
連
続
と
な
る
松
崎
選
手
の
連
続
安

打
で
３
点
を
追
加
し
ま
し
た
。
先
発
西

村
選
手
兼
監
督
の
好
投
と
堅
い
守
備
で
、

失
点
を
わ
ず
か
１
点
に
抑
え
、
初
戦
は

８

－

１
で
快
勝
し
、
チ
ー
ム
発
足
以
降
、

全
道
で
の
記
念
す
べ
き
１
勝
を
あ
げ
ま

し
た
。

　

大
会
２
日

目
Ｊ
Ａ
北
い

し
か
り
と
の

準
決
勝
戦
は
、

１
回
に
は
牽

制
で
一
塁
走

者
を
刺
す
な

ど
、
こ
の
試

合
の
先
発

位
下
投
手

も
立
ち
上

が
り
に
落

ち
着
い
た

プ
レ
ー
を

見
せ
ま
す
。

し
か
し
な

が
ら
、
そ

の
後
は
、

打
線
の
援
護
が
無
い
状
況
の
中
で
、
１

ア
ウ
ト
一･

三
塁
と
な
っ
た
４
回
裏
、

一
塁
走
者
を
牽
制
で
は
さ
ん
だ
際
、
そ

の
ス
キ
を
衝
い
た
三
塁
走
者
に
生
還
さ

れ
て
し
ま
い
、
痛
恨
の
先
制
を
許
し
ま

す
。さ
ら
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
を
失
い
、

結
局
こ
の
２
点
が
試
合
を
決
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の

旗
印
の
下
で
念
願
の
１
勝
を
あ
げ
全
道

ベ
ス
ト
４
に
入
り
、
何
に
も
勝
る
土
産

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
の

方
々
の
声
援
、
昨
年
以
上
の
多
く
の

方
々
か
ら
の
寄
付
や
、
業
務
に
残
っ
た

職
員
各
位
の
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の

も
の
で
す
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
Ｊ

Ａ
役
職
員
全
員
で
手
に
し
た
勝
利
で
し

た
。
尚
、
今
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か

わ
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

「
一
日
ホ
ク
レ
ン
」

釧
路
丹
頂
農
協
・
ホ
ク
レ
ン

意
見
交
換
会　

開
催

　

９
月
14
日
、
本
所
大
会
議
室
に
て
釧

路
丹
頂
農
協
・
ホ
ク
レ
ン
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
日
頃
よ
り
様
々
な
分

野
で
か
か
わ
り
が
あ
る
ホ
ク
レ
ン
に
対

し
て
事
業
に
関
す
る
説
明
を
求
め
、
ま

た
、
日
頃
か
ら
持
っ
て
い
る
意
見
や
要

望
に
直
接
回
答
し
て
も
ら
う
た
め
の
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
・
生

産
者
の
代
表
と
し
て
、
役
職
員
・
青
年

部
女
性
部
な
ど
の
代
表
者
33
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ホ
ク
レ
ン
か
ら
は
釧
路
支

所
よ
り
支
所
長
以
下
９
名
の
方
が
来
所

し
、
各
事
業
に
関
し
て
次
の
説
明
が
あ

り
、
活
発
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

・
酪
農
課
：
生
乳
生
産
・
家
畜
販
売
体

制
に
つ
い
て

・
畜
産
生
産
課
：
系
統
飼
料
利
用
推
進
、

飼
養
管
理
に
つ
い
て

・
生
産
資
材
課
：
肥
料
・
農
薬
・
資
材

利
用
推
進
、
施
肥
技
術
普
及
に
つ
い

て
・
農
機
燃
料
自
動
車
課
：
中
古
農
機
事

業
、
系
統
石
油
事
業
に
つ
い
て

・
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
生
活
課
：
Ａ
コ
ー
プ

店
舗
の
運
営
強
化
に
つ
い
て

・
輸
送
課
：
ほ
く
れ
ん
丸
の
現
状
、
ホ

ク
レ
ン
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
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「タオルを贈る運動」メッセージ
　「こんせん７２牛乳」利用者の方々より、贈られたタオルと共にメッセージをい

ただいております。ここでは、その一部を紹介させていただきます。（2005 年度は

８万 8,462 枚のタオルと 7,466 通のメッセージをいただきました。）

家畜販売市況情報  19年9月現在

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ５００円/kg

４０kg～４４kg ４００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ４５０～４００ ４００～３７０

経　
　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３００　　　～　　　２５０

４ 産 ～ ５ 産 ２５０　　　～　　　２００



◆
暑
熱
の
影
響
と
発
情
の
再
発

　

今
年
の
夏
も
突
発
的
な
気
温
上
昇
に

よ
る
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
た
め
、
生
乳

生
産
や
繁
殖
管
理
に
影
響
が
出
た
農
場

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
比
較
的
涼
し

く
、
暑
熱
の
影
響
が
少
な
く
な
っ
た
こ

れ
か
ら
の
時
期
に
発
情
兆
候
を
見
せ
る

牛
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
後
の
繁
殖
成
績
向
上
の
た
め
、

管
理
方
法
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
妊
娠
率
を
向
上
さ
せ
よ
う

　

妊
娠
率
は
発
情
発
見
率
と
受
胎
率

の
か
け
算
で

表
さ
れ
ま
す

（
表
１
参

照
）。発
情
発

見
率
が
高
く

て
も
受
胎
率

が
低
け
れ
ば

妊
娠
率
は
高

く
な
り
ま
せ

ん
。
同
様
に

受
胎
率
が
高

く
て
も
発
情

発
見
率
が
低

け
れ
ば
妊
娠

率
は
高
く
な

り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
最
終

目
的
の
妊
娠

率
を
上
げ
る
に
は
発
情
発
見
率
と
受
胎

率
の
両
方
を
高
く
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

◎
発
情
発
見
率
を
高
め
る

①
と
に
か
く
観
察

　

観
察
回
数
や
時
間
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
発
情
発
見
率
は
高
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

多
く
の
農
場
で
は
一
日
二
回
の
発
情
観

察
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
回
あ
た
り
の
観
察
時
間
を
今
よ
り
少

し
増
や
し
た
り
、
発
情
観
察
だ
け
の
時

間
（
他
の
作
業
と
発
情
観
察
を
別
に
す

る
）
を
設
け
る
こ
と
で
も
発
情
発
見
率

の
向
上
が
期
待
出
来
ま
す
。

②
補
助
器
具
の
活
用
を
検
討
す
る

　

作
業
体
系
や
飼
養
管
理
体
系
に
よ
り

十
分
な
発
情
観
察
の
時
間
を
確
保
出
来

な
い
場
合
は
観
察
を
補
佐
す
る
器
具
の

活
用
も
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
乗
駕
行
動
に
よ
り
判
断
す
る
テ
イ

ル
ペ
イ
ン
ト
や
チ
ョ
ー
ク
、
活
動
量
の

変
化
に
よ
っ
て
判
断
す
る
歩
数
計
タ
イ

プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
受
胎
率
を
高
め
る

◆
栄
養
は
十
分
か
？

　

多
く
の
場
合
、
牛
が
た
く
さ
ん
乳

を
出
す
時
期
と
授
精
時
期
が
重
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
乳
生
産
へ
優
先
的
に

栄
養
が
使
わ
れ
る
た
め
、
繁
殖
や
牛
体

の
維
持
（
卵
胞
の
発
育
や
子
宮
の
状
態

回
復
）
に
ま
で
栄
養
が
ま
わ
り
づ
ら
い

時
期
で
す
。
受
胎
率
向
上
に
は
卵
胞
や

子
宮
の
良
好
な
状
態
が
不
可
欠
で
す
。

①
ま
ず
は
採
食
量
を
最
大
に

　

採
食
行
動
を
制
限
し
て
い
な
い
か
以

下
の
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
飼
料
品
質
（
発
酵
品
質
）
と
量

　

・
飼
養
密
度

　

品
質
の
極
力
良
い
も
の
を
給
与
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
今
あ
る

飼
料
を
う
ま
く
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
、
掃
寄
せ
回
数
を
増
や
し

た
り
、
糖
蜜
飼
料
を
使
う
な
ど
、
あ
の

手
こ
の
手
で
採
食
量
を
最
大
に
す
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
過
密
状
態

で
は
食
い
負
け
す
る
牛
が
出
て
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
全
て
の
牛
が
一
斉
に
採

食
行
動
を
と
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

②
次
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

　

採
食
量
が
十
分
で
あ
れ
ば
、
栄
養
濃

度
や
バ
ラ
ン
ス
が
適
正
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足
は
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殖
に
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響
を
及
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し
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す
。
牛

の
状
態
や
乳
成

分
の
変
化
を
と

ら
え
る
と
と
も

に
、
粗
飼
料
の

切
り
替
わ
り
時

に
は
特
に
注
意

し
て
給
与
飼
料

の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
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普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

繁
殖
管
理
を
再
確
認

繋ぎ牛舎での歩数計

表－１　妊娠率と発情発見率・受胎率の関係

　発情発見率 ＝ 80％受　胎　率 ＝ 30%　妊 娠 率 = 80％×30％＝24％

　発情発見率 ＝ 48％受　胎　率 ＝ 50%　妊 娠 率 = 48％×50％＝24％

表－２　発情発見率に及ぼす観察回数の影響

※観察時間は30分／回

観察時間帯 観察回数 発情発見率
（％）

早朝・昼・夕方 3回 86
早朝・夕方 2回 81
早朝のみ 1回 50
夕方のみ 1回 42
昼のみ 1回 24

表－３　エネルギー不足を疑う状況

　　　牛の状態：極端に痩せている
　　　　　　　　毛づやが悪い
　　　乳 成 分：ＭＵＮの値が高い
　　　　　　　　乳タンパク質率が低い



5



6

～金融からのお知らせ～
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編　集　後　記
EDITOR

,
S NOTE

鶴居村｠支幌呂西・上幌呂作業班の二番牧草収穫作業の様子です。８台（!）のモアコンで、一気に倒していきます。

釧路ホルスタイン共進会の様子

理　事　会　報　告

８月定例理事会
平成19年８月29日（金）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．鶴居村酪農教育振興基金運用海外派遣研修者の推薦
について

６．「一日ホクレン」の開催について
付議事項 
議案第１号　平成１９年度下期更生計画（案）の承認について

議案第２号　北海道農業信用基金協会に対する出資増口に
ついて

議案第３号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第４号　所有林の保育改良事業の実施について
議案第５号　道営草地整備事業の追加実施について
議案第６号　平成19年度計画生産特別対策事業要領の設

定について
議案第７号　職員就業規則の一部変更について
その他協議事項 
１．その他

■平成19年度　生乳生産実績（8月）

月計乳量（kg） ８月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,175,362.8 102.3 41,806,312.0 102.2

（ 鶴 居 地 区 ） 2,623,512.8 104.9 13,236,842.1 104.0

（ 幌 呂 地 区 ） 2,196,708.0 106.3 11,188,040.2 104.8

（ 白 糠 地 区 ） 1,956,307.7 100.7 10,163,700.1 101.1

（ 音 別 地 区 ） 1,398,834.3 94.3 7,217,729.6 96.8

管 内 計 44,728,661.0 101.2 223,421,138.1 101.0

（平成 18 年度管内計） 44,194,617.9 221,265,878.7

代　表　取　締　役
高　橋　達　雄

鶴居共同農林株式会社　組織機構図

常　務　取　締　役
小　村　今日介

車　輌　整　備　課
課長　小野寺正幸

整　備　係
係長　鶉橋　光海
　　　山形　友行

整　　備　　課
課長　工藤　恒次

総　務　係
　　　菊地久美子

幌呂整備工場
工場長　川島　淳

整　備　係
係長　片渕　幸雄
　　　阿部　義隆

高橋　達雄
對木　範誉
斉藤　　滋
大和田克清

大硲　理男
小村今日介

松井　俊治
梶原　英光

取
締
役
監
査
役

※

※
※ ※

※はＪＡくしろ丹頂から出向
先月のおわびと訂正
先月号の鶴居共同農林㈱の組織機構図の中に１ヶ所間違いがございました。
お詫びとともに改めて訂正させて頂きます。大変申し訳ございませんでした。
｠ ×　整備係｠係長｠菊池久美子　｠⇨　｠○　総務係　菊地久美子

 □前回の記事「白糠サマーフェスティバル」の中で、会場を間違えて記述しておりましたので訂正いたしま
す。会場は茶路小学校で、ここは現在も開校しています。関係者の皆様にはご迷惑をおかけし、大変申し
訳ございませんでした。
□今号は共済・金融からの大切なお知らせのため、各地区の情報など掲載できないものもありました。今回
載せられなかった野菜販売などは次号にて掲載予定です。ほかに地域の情報などありましたら、編集担当
（ＪＡくしろ丹頂　管理課）までご連絡下さいますようお願いいたします。


